
柏崎刈羽原子力発電所の「特定重大事故等対処施設」について、工事の工程見直しを公表しました。
本施設について皆さまからいただいたご質問にお答えします。
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ご質問 特定重大事故等対処施設以外の準備状況について教えてください。

●7号機は安全対策を整え、技術的には運転できる状況です。6号機についても、安全
対策工事を進めており、夏頃には技術的な準備が整う見込みです。
●なお、7号機と6号機は､原子力規制委員会による新規制基準への適合審査に合格し
ています。
●7号機と6号機を再稼働させることで、日本の電力供給の安定化と脱炭素化に貢献
していくことが重要だと考えています。

再稼働については県民の皆さまのご理解あってのことと考えています。
引き続き､県民の皆さまからご理解をいただけるよう､説明を尽くしてまいります。

4月1日付で､新潟本社代表に就任した柿澤 幸彦です。
県民の皆さま一人ひとりのご意見やご要望をお聴きしながら、ご不安や疑問にお答えし、
これまで以上に理解活動に取り組んでまいります。

かきざわ  ゆきひこ

ご質問 「特定重大事故等対処施設」とは何ですか？

●発電所に意図的に航空機が衝突した場合など、万が一、広範囲に設備が使えない事態に備えたバックアップ施設
です。
●柏崎刈羽原子力発電所では､新規制基準※に基づき､地震や津波などの自然災害や､意図的な航空機衝突などにも
対応できるよう､多重･多様な安全対策を講じています。電源や冷却を確保するための設備を高台に分散配置すると
ともに、さまざまな訓練を実施しています。 ※ 福島第一原子力発電所事故を踏まえた国の安全基準

●このため、特定重大事故等対処施設の設置有無が直ちに安全性に影響を与えるものではありません。

回答

回答

回答

建設当初からある設備（設計基準事故対処設備）

新規制基準を踏まえ追加･強化した設備
（重大事故等対処設備）

意図的な
航空機衝突などにより
広範囲に設備が

使えない事態における
バックアップ施設

（特定重大事故等対処施設）

さらに
信頼性を向上
させるために

ご質問 特定重大事故等対処施設が完成しないと運転できないのですか？

●上記の通り､バックアップ施設であり、原子力規制委員会が定める新規制基準において､設置期限前であれば運転が
認められています。ただし、設置期限までに完成しない場合は、運転を止める必要があります。
●7号機の特定重大事故等対処施設については原子力規制委員会の審査が進み、仕様の方向性が固まりつつあること
から、工事の工程を精査し、以下の通り見直しました。
●また、6号機については、7号機の状況を踏まえ、仮置きとして工事完了時期を見直しました。

7号機
6号機

設置期限
変更前 変更後

｠2025年10月13日
｠2029年9月1日

2025年3月
2026年9月

2029年8月
2031年9月

工事完了時期



東京電力ホールディングス新潟本社
〒950-0965 新潟市中央区新光町11番地7 新潟光ビル

025-283-7461
9:00～17:00（土日・祝日・年末年始除く） 

お問い合わせ

東京電力通信について、皆さまのご意見をお聴かせください。右の二次元コードから受け付けしています。
お寄せいただいたご意見は今後の広報活動に活かしてまいります。

https://tepco-se.azureweb
sites.net/s/kaizensochi


